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１．基本データ                             

 

１）『肥前島原松平文庫調査報告１ 松平文庫目録』22 頁 

 

史 料 名 ：嶋原御家中屋鋪帳 

年 代 等 ：享保十七年子九月改 

著 者 等 ：（空欄） 

法  量 ：31.2 x 23.0 (cm) 

書型・巻数-員数 ：竪帳１ 

備  考 ：（空欄） 

番  号 ：古０２４ 

通  番 ：１３９ 
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                                    . 

 

２）その他のデータ 

 

 所 蔵 者 ：肥前島原松平文庫所蔵 

構  成 ：表表紙・墨付 15丁・裏表紙（計 17丁） 

作 成 者 ：不詳。屋敷方か（後述） 

 史料名読み ：不明。 

 使用中止 ：享保 18年 10 月 11 日以降、享保 21年 2月以前か（後述） 
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２．例言                                

 

１）本書は、「嶋原御家中屋鋪帳」（2・3頁参照）を翻刻するものである（表題のうち「嶋原」 

は後筆と考えられる）。 

２）原史料は、肥前国高来郡島原城下（現在、長崎県島原市）のうち、外曲輪内（図１）の侍町 

の屋敷配置を、『ゼンリン住宅地図』のように数丁に分けて示したものである。 

３）原史料には「享保十七年改」とあるが、作成の後に張紙（付箋）による修正を受けている。 

４）原史料は、帳の〈天〉が東、〈地〉が西の方向となっており、およそ侍町の南側から北側へ 

と図示範囲が展開していく。これにより本書では、写真・図版のすべてについて、東を上と 

している。 

 ５）表表紙・裏表紙を除く各丁の表・裏それぞれの墨付丁にアルファベット記号（Ａ～Ｙ）を付 

し、それぞれに屋敷地を示す通し番号を付した（表１・「４．史料写真・屋敷地以外の翻刻」 

を参照）。なお、屋敷地が２丁にわたる場合、いずれかの丁に属するものとみなした。例えば、 

〈屋敷地Ｐ６〉（18頁）は、〈８丁裏＝Ｐ〉と〈９丁表＝Ｑ〉にわたるが、〈Ｐ〉に属すると 

みなしている。 

 ６）6-7頁の図１は、〈屋敷地の記号・番号〉が島原侍町のおよそどの辺りに相当するかを示すた 

めに筆者が作成したものである。 

 ７）本文中に多用する「島原藩日記」は正式な史料名でなく、島原藩の家老による日記（政務 

日誌）の総称である。その正式な史料名・所蔵機関・請求番号等については、「１０．附録 

「島原藩日記」（島原侍町の屋敷行政関連記事）」および「１１．参考文献・史料・ＷＥＢ 

サイト」を参照されたい。 

８）「大夫」・「太夫」の別、「屋鋪」・「屋敷」の別は、史料の表記に従った。 

９）［ ］は料紙の欠損、または筆者の力不足のために読解が叶わなかった箇所を表す。 

１０）［ ］内に文字がある場合は、読解可能性のある文字を表す。 
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表１ 料紙の構成および〈屋敷地の記号・番号〉対照表 

 

 

 

  

  屋敷地の記号・番号 

料紙 表/裏 
各丁の表／裏に付した 

アルファベット記号 
屋敷地を示す通し番号 

表表紙 
表   

裏   

１丁 
表 Ａ １～ ９ 

裏 Ｂ １～１０ 

２丁 
表 Ｃ １～１０ 

裏 Ｄ １～ ５ 

３丁 
表 Ｅ １～ ９ 

裏 Ｆ １～ ５ 

４丁 
表 Ｇ １～ ６ 

裏 Ｈ １～ ４ 

５丁 
表 Ｉ １～ ４ 

裏 Ｊ １～ ５ 

６丁 
表 Ｋ １～ ５ 

裏 Ｌ １～ ６ 

７丁 
表 Ｍ １～ ８ 

裏 Ｎ １～ ６ 

８丁 
表 Ｏ １～ ８ 

裏 Ｐ １～ ６ 

９丁 
表 Ｑ １～ ８ 

裏 Ｒ １～ ５ 

１０丁 
表 Ｓ １～ ７ 

裏 Ｔ １～ ７ 

１１丁 
表 Ｕ １～ ４ 

裏 Ｖ １～ ７ 

１２丁 
表 Ｗ １～ ５ 

裏 Ｘ １～ ４ 

１３丁 
表 Ｙ １～ ５ 

裏   

裏表紙 
表   

裏   
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３．島原侍町復元図                           

                                          ▼ 

 

図１ 島原侍町復元図                                                             ▲ 
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  ▼ 

 

  ▲ 
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４．史料写真・屋敷地以外の翻刻                    

 

9-24頁は、各丁表／裏の史料写真を上半分に、〈屋敷地以外の翻刻〉および〈屋敷地の記号・番

号〉を下半分に示したものである。屋敷地の翻刻については別項を立てている（「５．屋敷地の翻

刻」）。なお史料写真の撮影日は 2023 年 9月 6日である。 
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【表表紙表】 
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【１丁表】            【表表紙裏】 
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【２丁表】             【１丁裏】 
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【３丁表】             【２丁裏】 
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【４丁表】             【３丁裏】 
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【５丁表】             【４丁裏】 
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【６丁表】             【５丁裏】 
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【７丁表】             【６丁裏】 
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【８丁表】             【７丁裏】 
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【９丁表】             【８丁裏】 
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【１０丁表】             【９丁裏】 
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【１１丁表】             【１０丁裏】 
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【１２丁表】             【１１丁裏】 
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【１３丁表】            【１２丁裏】 
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【裏表紙表】           【１３丁裏】 
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【裏表紙裏】 
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５．屋敷地の翻刻                            

 

表２ 屋敷地の翻刻      ※記号・番号については、図１（6-7頁）および 9-24頁を参照。 

記

号  

番

号  

張紙の記載 

(a) 

間口 の間数 

(b) 

裏江(へ) の間数 

(c) 
(a) (b) (c) 以外の記載 備考 

A 1 酒井 彦右衛門 間口三拾八間壱尺   南裏廿四間半 北裏十八間五尺   

A 2 松平 九七郎 間口十八間半 裏江四拾九間半一尺     

A 3 阿久沢 小弥太 間口十七間弐尺 裏江十四間     

A 4 陶山 弥五兵衛 間口十七間一尺 裏江十四間     

A 5 勝井 源五左衛門 間口十二間一尺 裏江十四間半     

A 6 陶山 理喜右衛門 間口十二間一尺 裏江十六間一尺     

A 7 羽太 十郎左衛門 間口廿三間 裏江十四間     

A 8 水谷 十大夫 間口廿四間二尺 裏江十四間半     

A 9 渡部 助左衛門 間口十五間 裏江十四間半     

B 1 鋤柄 孫八郎 間口十六間二尺 裏江十八間半     

B 2 服部 半兵衛 間口十六間半二尺 裏江十七間半     

B 3 中村 八郎左衛門 間口十八間 裏江十七間半     

B 4 桃井 十兵衛 間口十四間半 裏江十三間半     

B 5 星野 善右衛門 間口十四間半弐尺 裏江十四間     

B 6 大関 十郎太夫 間口十五間 裏江十六間二尺     

B 7 笹田 安右衛門 間口十四間半一尺 裏江十四間     

B 8 板倉 喜蔵 間口十三間一尺 裏江十九間     

B 9 篠原 喜六 間口十二間半二尺 裏江十八間半     

B 10 千賀 新五左衛門 間口十三間 裏江十八間     

C 1 奥平 郡兵衛 間口十六間 裏江十四間     

C 2 渡部 孫兵衛 間口十五間半一尺 裏江十四間半     

C 3 河野 久左衛門 間口十七間半 裏江十四間半     

C 4 大原 甚五左衛門 間口十六間半一尺 裏江十四間半     

C 5 千野 源太兵衛 間口十六間半一尺 裏江十四間半     

C 6 八尾 伝兵衛 間口十三間 裏江十八間     
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C 7 内藤 源太左衛門 間口十三間 裏江十七間半     

C 8 谷村 弥左衛門 間口十三間 裏江十七間     

C 9 三坂 六左衛門 間口十三間 裏江十六間   ※１ 

C 10 (張紙なし) 間口十三間 裏江十六間     

D 1 田嶋 新左衛門 間口十七間一尺 裏江十四間     

D 2 下台所  間口拾弐間壱尺   拾八間   

D 3 薪蔵  間口十二間半一尺 裏江十六間     

D 4 御用米蔵          

D 5 御用米蔵          

E 1 厩      
表通百拾八間四尺 横拾間四尺  

南東拾間ニ十四間入込有 
  

E 2 寄合所      町並拾壱間 南拾五間半弐尺 西拾弐間   

E 3 勘定所  間口拾弐間壱尺 裏江拾九間     

E 4 板倉八右衛門屋鋪内        ※２ 

E 5 御用米蔵          

E 6 新蔵          

E 7 新蔵          

E 8 新蔵          

E 9 新蔵          

F 1 馬場          

F 2 板倉 八右衛門 間口四拾八間二尺 裏へ四拾間 裏口四拾八間一尺 ※３ 

F 3 藤林 加十郎 間口弐拾四間半 裏へ二十間     

F 4 浅野 太郎右衛門 間口廿三間一尺 裏へ二十間     

F 5 御普請小屋  間口四拾六間一尺 裏へ弐拾間     

G 1 本町御門内          

G 2 小細工所  間口弐拾七間半 裏へ弐拾間     

G 3 種村 新五兵衛 間口弐拾間 裏十七間二尺 裏廿三間 八間四尺 拾一間半   

G 4 臼井 政真・牧兵衛 間口七間半 裏へ弐拾間 
八間四尺 五間一尺 拾一間半  
拾弐間五尺三寸 

  

G 5 竹木屋敷  間口十二間五尺七寸 裏へ弐拾間 十三間一尺   

G 6 大嶋 忠之進 間口拾五間半 裏へ弐拾間     

H 1 佐久間 六郎左衛門 間口十五間 裏江廿間     
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H 2 田中 惣右衛門 間口十五間半二尺 裏江廿間     

H 3 伴 正山 間口十四間半二尺 裏江廿間     

H 4 志賀 雲沖 間口十五間 裏江廿間     

I 1 真田 源五右衛門 間口十七間一尺 裏江廿間     

I 2 近藤 好左衛門 間口十二間弐尺 裏江廿間     

I 3 野口 里右衛門 間口十五間半一尺 裏江廿間     

I 4 古野 文大夫 間口十一間半 裏江廿間     

J 1 田中 玄隣 間口十一間 裏江廿間     

J 2 松本 甚平 間口十二間 裏江廿間     

J 3 加藤 俊庵 間口十二間半二尺 裏江廿間   ※４ 

J 4 石黒 太兵衛 間口十二間一尺 裏江廿間     

J 5 橋本 藤大夫 間口十五間 裏江廿間     

K 1 尾崎 半左衛門 間口拾四間半二尺 裏へ弐拾間     

K 2 種村 三郎大夫 間口拾五間 裏へ弐拾間     

K 3 乙部 久大夫 間口拾四間半弐尺 裏へ弐拾間     

K 4 羽田 平左衛門 間口三拾弐間二尺 裏へ弐拾間     

K 5 酒井 要助 間口拾五間半弐尺 裏へ弐拾間     

L 1 佐野 形右衛門 間口十四間半一尺 裏江廿間     

L 2 清水御屋鋪裏  間口廿六間 裏江四十間   ※５ 

L 3 川井 三十郎 間口十九間半一尺 裏江廿間     

L 4 杉野 甚五兵衛 間口十九間半 裏江廿間     

L 5 籠谷 源五兵衛 間口十九間半二尺 裏江廿間     

L 6 長谷 奥右衛門 間口十六間半三尺 裏江廿間     

M 1 鵜殿 平十郎 間口十二間半 裏江廿間     

M 2 市川 嘉兵衛 間口十二間半一尺 裏江廿間     

M 3 団 竹右衛門 間口十七間半二尺 裏江廿間     

M 4 板倉 清兵衛 間口十八間 裏江廿間     

M 5 中野 官右衛門 間口十三間 裏江廿間     

M 6 青木 九郎兵衛 間口十九間半一尺 裏江廿間     

M 7 芝崎 勝大夫 間口十五間 裏江廿間     
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M 8 中嶋 市右衛門 間口十三間一尺 裏江廿間     

N 1 雨森 仁兵衛 間口九間半二尺 裏江廿間     

N 2 市川 佐右衛門 間口十四間半二尺 裏江廿間     

N 3 明屋敷  間口十四間 裏江廿間     

N 4 石川 仙右衛門 間口十間 裏江廿間     

N 5 御長屋  間口弐拾間半 裏江廿間     

N 6 明屋敷  間口九間 裏江廿間     

O 1 柴田 源之丞 間口十六間半 裏江廿間     

O 2 片山 与惣兵衛 間口十二間半二尺 裏江廿間     

O 3 矢内 三郎左衛門 間口十四間三尺 裏江廿間     

O 4 朝比奈 忠左衛門 間口十九間半一尺 裏江廿間     

O 5 塚本 重右衛門 間口十四間二尺 裏江廿間     

O 6 奥平 儀右衛門 間口十二間半二尺 裏江廿間     

O 7 都筑 万大夫 間口十一間二尺 裏江廿間     

O 8 片山 好大夫 間口十七間 裏江廿間     

P 1 (張紙なし) 間口弐拾間 裏江十五間半 西十四間   

P 2 稲吉 清助 間口二十間 裏江廿間     

P 3 松野 利右衛門 間口十一間半二尺 裏江廿間     

P 4 清水御屋鋪  間口二十六間 裏江四拾間   ※６ 

P 5 長谷川 甚左衛門 間口二十間壱尺 裏江廿間     

P 6 近藤 小左衛門 間口十一間半二尺 裏へ廿間     

Q 1 杉江 庄兵衛 間口十三間半三尺 裏へ廿間     

Q 2 明屋敷  間口十三間五寸 裏江廿間     

Q 3 平野 源左衛門 間口十三間五寸 裏江廿間     

Q 4 和田 与惣左衛門 間口十間二尺 裏江廿間     

Q 5 片山 大助 間口十間半二尺 裏江廿間     

Q 6 井口 兵右衛門 間口十一間 裏江廿間     

Q 7 板倉 三太左衛門 間口十一間半一尺 裏江廿間     

Q 8 東 儀左衛門 間口十一間一尺 裏江廿間     

R 1 近藤 見隆 間口十間半一尺 裏江廿間     
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R 2 酒井 善五左衛門 間口二十間 裏江弐拾六間一尺     

R 3 森川 惣兵衛 間口十一間二尺 裏江廿間     

R 4 近藤 茂兵衛 間口十一間半 裏江廿間     

R 5 新井 平太 間口十九間半一尺 裏江廿間     

S 1 牢屋  間口十二間四尺   但シ番所後   

S 2 石河 市郎左衛門 間口十九間二尺 裏江十四間半     

S 3 石川 金左衛門 間口十二間二尺 裏江廿三間四尺     

S 4 笹田 勝左衛門 間口十二間一尺 裏江廿三間     

S 5 内村 一左衛門 間口二十四間 裏江十九間二尺 裏西南之角横三間五寸 立九間一尺入込   

S 6 板倉 八郎九郎 間口十二間一尺 裏江廿間     

S 7 一瀬 覚右衛門 間口十三間 裏江十九間     

T 1 田嶋 佐次右衛門 間口十三間半 裏へ廿一間一尺   ※７ 

T 2 奥平 勘七 間口十三間半 裏へ廿一間一尺   ※７ 

T 3 渋川 主膳 間口三拾五間半一尺 裏江二十一間一尺   ※８ 

T 4 菅沼 五郎兵衛 間口十三間半二尺 裏江十九間五尺     

T 5 内村 治左衛門 間口十三間 裏江十九間五尺     

T 6 松平 孫十郎 間口十二間半壱尺 裏江十九間五尺     

T 7 板橋 安左衛門 間口十三間一尺 裏江廿間     

U 1 渡辺 要右衛門 間口三間三尺 裏へ廿七間四尺     

U 2 石川 新蔵 間口十六間 裏へ廿七間     

U 3 黒川 頼母         

U 4 御庭内          

V 1 次番  間口拾間半 裏江弐拾間     

V 2 村上 治右衛門 間口十間半 裏江廿間     

V 3 市川 良右衛門 間口十間半 裏江廿間     

V 4 望月 昌慶 間口十間半 裏へ廿間    

V 5 奥平 彦左衛門 間口二十間 裏へ三拾弐間六寸     

V 6 川崎 玄理 間口十三間一尺 裏へ廿間     

V 7 松坂 丈左衛門 間口十弐間半二尺 裏へ廿間     

W 1 (張紙なし) 間口十間半 裏へ廿間     
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W 2 (張紙なし)     十八間 十間 弐拾間 弐間二尺   

W 3 御鷹部屋  間口弐拾一間半   八間五尺 八間三尺   

W 4 星野 藤右衛門 間口弐拾間 裏江十九間五尺     

W 5 (張紙なし) 間口拾九間半弐尺 裏江拾九間     

X 1 梅永 勾当 間口十一間半 裏江廿間     

X 2 智多 弥惣左衛門 間口十三間二尺 裏江廿間     

X 3 小川 安兵衛 間口十間半一尺 裏江廿間     

X 4 服部 治部右衛門 間口十一間半弐尺 裏江廿間     

Y 1 泉水御屋鋪          

Y 2 大岡 五郎右衛門 間口十二間 裏江廿間     

Y 3 小川 利庵 間口十一間半一尺 裏江廿間     

Y 4 松本 儀安 間口十二間一尺八寸 裏へ廿間     

Y 5 御花畑  間口十七間壱尺八寸 裏江十九間四尺     

 
 
 

■ 註 

※１ 「明屋敷」と記した張紙を全面糊付した上に、「三坂六左衛門」と記した張紙を全面糊付。 

※２ F2と同じ屋敷地。 

※３ E4と同じ屋敷地。 

※４ 第 3 文字は糸偏のようであるが、「島原藩日記」元文元年 12月 2日条にも見える「加 

藤俊庵」であろう。 

※５ P4と同じ屋敷地。 

※６ L2と同じ屋敷地。 

※７ もと１区で、「間口二十七間二尺」と記した屋敷地を、分筆して２区に分けたもの。 

※８ 張紙は屋敷境の枠外に貼付。 

 

■ 張紙張替跡（確認できたもの） 

H3・H4・R5・T1・U1・U3・V1・Y4（以上、１回の張替） 

F3（3回の張替） 

 

■ 全面糊付でないもの 

A6・A9・D1・F3・N3・N6・Q2・S2（以上、上部のみ糊付） 

X1（左下部分のみ糊付） 
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６．メートル換算および面積                       

 

下表は「間口」「裏江(へ)」の間数（長さを間・尺などの単位で表したもの）をメートル法に換算

し、併せてその積によって面積を求めたものである。後述するように間数には、明らかに正確でな

いものも多く含まれているが、近世においては「事実としての値」を持ち、屋敷替にあたってはその

値が参照されたと考えられる（「７．屋敷帳とは何か」を参照）。なお、「間口」・「裏江(へ)」のメー

トル法換算については、〈小数点以下第 2 位〉まで表示、面積のメートル法換算については、〈１の

位〉まで表示した。いずれもエクセルの ROUND関数を用いたものである。 

 

 

表３ メートル換算表 

 1 間=6.5 尺の場合 1 間=6.3 尺の場合 1 間=6.0 尺の場合 

記
号  

番
号  

張紙の記載 
間口 裏江 間口 裏江 面積 間口 裏江 面積 間口 裏江 面積 

間数 間数 m m ㎡ m m ㎡ m m ㎡ 

A 1 酒井 彦右衛門 
38 間 1

尺 
  75.15      72.85      69.39      

A 2 松平 九七郎 18 間半 
49 間半

1 尺 
36.44  97.80  3564 35.32  94.80  3348 33.64  90.30  3038 

A 3 阿久沢 小弥太 
17 間 2

尺 
14 間 34.09  27.58  940 33.06  26.73  884 31.52  25.45  802 

A 4 陶山 弥五兵衛 
17 間 1

尺 
14 間 33.79  27.58  932 32.76  26.73  876 31.21  25.45  794 

A 5 勝井 源五左衛門 
12 間 1

尺 
14 間半 23.94  28.56  684 23.21  27.68  642 22.12  26.36  583 

A 6 陶山 理喜右衛門 
12 間 1

尺 

16 間 1

尺 
23.94  31.82  762 23.21  30.85  716 22.12  29.39  650 

A 7 羽太 十郎左衛門 23 間 14 間 45.30  27.58  1249 43.91  26.73  1174 41.82  25.45  1064 

A 8 水谷 十大夫 
24 間 2

尺 
14 間半 47.88  28.56  1367 46.42  27.68  1285 44.24  26.36  1166 

A 9 渡部 助左衛門 15 間 14 間半 29.55  28.56  844 28.64  27.68  793 27.27  26.36  719 

B 1 鋤柄 孫八郎 
16 間 2

尺 
18 間半 32.12  36.44  1170 31.15  35.32  1100 29.70  33.64  999 

B 2 服部 半兵衛 
16 間半

2 尺 
17 間半 33.11  34.47  1141 32.11  33.41  1073 30.61  31.82  974 

B 3 中村 八郎左衛門 18 間 17 間半 35.45  34.47  1222 34.36  33.41  1148 32.73  31.82  1041 

B 4 桃井 十兵衛 14 間半 13 間半 28.56  26.59  759 27.68  25.77  713 26.36  24.55  647 

B 5 星野 善右衛門 
14 間半

2 尺 
14 間 29.17  27.58  805 28.29  26.73  756 26.97  25.45  686 

B 6 大関 十郎太夫 15 間 
16 間 2

尺 
29.55  32.12  949 28.64  31.15  892 27.27  29.70  810 

B 7 笹田 安右衛門 
14 間半

1 尺 
14 間 28.86  27.58  796 27.98  26.73  748 26.67  25.45  679 

B 8 板倉 喜蔵 
13 間 1

尺 
19 間 25.91  37.42  970 25.12  36.27  911 23.94  34.55  827 

B 9 篠原 喜六 
12 間半

2 尺 
18 間半 25.23  36.44  919 24.47  35.32  864 23.33  33.64  785 

B 10 千賀 新五左衛門 13 間 18 間 25.61  35.45  908 24.82  34.36  853 23.64  32.73  774 

C 1 奥平 郡兵衛 16 間 14 間 31.52  27.58  869 30.55  26.73  817 29.09  25.45  740 
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C 2 渡部 孫兵衛 
15 間半

1 尺 
14 間半 30.83  28.56  881 29.89  27.68  827 28.48  26.36  751 

C 3 河野 久左衛門 17 間半 14 間半 34.47  28.56  984 33.41  27.68  925 31.82  26.36  839 

C 4 大原 甚五左衛門 
16 間半

1 尺 
14 間半 32.80  28.56  937 31.80  27.68  880 30.30  26.36  799 

C 5 千野 源太兵衛 
16 間半

1 尺 
14 間半 32.80  28.56  937 31.80  27.68  880 30.30  26.36  799 

C 6 八尾 伝兵衛 13 間 18 間 25.61  35.45  908 24.82  34.36  853 23.64  32.73  774 

C 7 内藤 源太左衛門 13 間 17 間半 25.61  34.47  883 24.82  33.41  829 23.64  31.82  752 

C 8 谷村 弥左衛門 13 間 17 間 25.61  33.48  857 24.82  32.45  805 23.64  30.91  731 

C 9 三坂 六左衛門 13 間 16 間 25.61  31.52  807 24.82  30.55  758 23.64  29.09  688 

C 10 (張紙なし) 13 間 16 間 25.61  31.52  807 24.82  30.55  758 23.64  29.09  688 

D 1 田嶋 新左衛門 
17 間 1

尺 
14 間 33.79  27.58  932 32.76  26.73  876 31.21  25.45  794 

D 2 下台所  
12 間 1

尺 
  23.94      23.21      22.12      

D 3 薪蔵  
12 間半

1 尺 
16 間 24.92  31.52  785 24.17  30.55  738 23.03  29.09  670 

D 4 御用米蔵                        

D 5 御用米蔵                        

E 1 厩                        

E 2 寄合所                        

E 3 勘定所  
12 間 1

尺 
19 間 23.94  37.42  896 23.21  36.27  842 22.12  34.55  764 

E 4 板倉八右衛門屋鋪内                        

E 5 御用米蔵                        

E 6 新蔵                        

E 7 新蔵                        

E 8 新蔵                        

E 9 新蔵                        

F 1 馬場                        

F 2 板倉 八右衛門 
48 間 2

尺 
40 間 95.15  78.79  7497 92.24  76.36  7043 87.88  72.73  6392 

F 3 藤林 加十郎 24 間半 20 間 48.26  39.39  1901 46.77  38.18  1786 44.55  36.36  1620 

F 4 浅野 太郎右衛門 
23 間 1

尺 
20 間 45.61  39.39  1797 44.21  38.18  1688 42.12  36.36  1531 

F 5 御普請小屋  
46 間 1

尺 
20 間 90.91  39.39  3581 88.12  38.18  3364 83.94  36.36  3052 

G 1 本町御門内                        

G 2 小細工所  27 間半 20 間 54.17  39.39  2134 52.50  38.18  2004 50.00  36.36  1818 

G 3 種村 新五兵衛 20 間 
17 間 2

尺 
39.39  34.09  1343 38.18  33.06  1262 36.36  31.52  1146 

G 4 臼井 政真・牧兵衛 7 間半 20 間 14.77  39.39  582 14.32  38.18  547 13.64  36.36  496 

G 5 竹木屋敷  
12 間 5

尺 7 寸 
20 間 25.36  39.39  999 24.64  38.18  941 23.55  36.36  856 

G 6 大嶋 忠之進 15 間半 20 間 30.53  39.39  1203 29.59  38.18  1130 28.18  36.36  1025 

H 1 佐久間 六郎左衛門 15 間 20 間 29.55  39.39  1164 28.64  38.18  1093 27.27  36.36  992 
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H 2 田中 惣右衛門 
15 間半

2 尺 
20 間 31.14  39.39  1227 30.20  38.18  1153 28.79  36.36  1047 

H 3 伴 正山 
14 間半

2 尺 
20 間 29.17  39.39  1149 28.29  38.18  1080 26.97  36.36  981 

H 4 志賀 雲沖 15 間 20 間 29.55  39.39  1164 28.64  38.18  1093 27.27  36.36  992 

I 1 真田 源五右衛門 
17 間 1

尺 
20 間 33.79  39.39  1331 32.76  38.18  1251 31.21  36.36  1135 

I 2 近藤 好左衛門 
12 間 2

尺 
20 間 24.24  39.39  955 23.52  38.18  898 22.42  36.36  815 

I 3 野口 里右衛門 
15 間半

1 尺 
20 間 30.83  39.39  1214 29.89  38.18  1141 28.48  36.36  1036 

I 4 古野 文大夫 11 間半 20 間 22.65  39.39  892 21.95  38.18  838 20.91  36.36  760 

J 1 田中 玄隣 11 間 20 間 21.67  39.39  854 21.00  38.18  802 20.00  36.36  727 

J 2 松本 甚平 12 間 20 間 23.64  39.39  931 22.91  38.18  875 21.82  36.36  793 

J 3 加藤 俊庵 
12 間半

2 尺 
20 間 25.23  39.39  994 24.47  38.18  934 23.33  36.36  848 

J 4 石黒 太兵衛 
12 間 1

尺 
20 間 23.94  39.39  943 23.21  38.18  886 22.12  36.36  804 

J 5 橋本 藤大夫 15 間 20 間 29.55  39.39  1164 28.64  38.18  1093 27.27  36.36  992 

K 1 尾崎 半左衛門 
14 間半

2 尺 
20 間 29.17  39.39  1149 28.29  38.18  1080 26.97  36.36  981 

K 2 種村 三郎大夫 15 間 20 間 29.55  39.39  1164 28.64  38.18  1093 27.27  36.36  992 

K 3 乙部 久大夫 
14 間半

2 尺 
20 間 29.17  39.39  1149 28.29  38.18  1080 26.97  36.36  981 

K 4 羽田 平左衛門 
32 間 2

尺 
20 間 63.64  39.39  2507 61.70  38.18  2356 58.79  36.36  2138 

K 5 酒井 要助 
15 間半

2 尺 
20 間 31.14  39.39  1227 30.20  38.18  1153 28.79  36.36  1047 

L 1 佐野 形右衛門 
14 間半

1 尺 
20 間 28.86  39.39  1137 27.98  38.18  1068 26.67  36.36  970 

L 2 清水御屋鋪裏  26 間 40 間 51.21  78.79  4035 49.64  76.36  3791 47.27  72.73  3438 

L 3 川井 三十郎 
19 間半

1 尺 
20 間 38.71  39.39  1525 37.53  38.18  1433 35.76  36.36  1300 

L 4 杉野 甚五兵衛 19 間半 20 間 38.41  39.39  1513 37.23  38.18  1421 35.45  36.36  1289 

L 5 籠谷 源五兵衛 
19 間半

2 尺 
20 間 39.02  39.39  1537 37.83  38.18  1444 36.06  36.36  1311 

L 6 長谷 奥右衛門 
16 間半

3 尺 
20 間 33.41  39.39  1316 32.41  38.18  1237 30.91  36.36  1124 

M 1 鵜殿 平十郎 12 間半 20 間 24.62  39.39  970 23.86  38.18  911 22.73  36.36  826 

M 2 市川 嘉兵衛 
12 間半

1 尺 
20 間 24.92  39.39  982 24.17  38.18  923 23.03  36.36  837 

M 3 団 竹右衛門 
17 間半

2 尺 
20 間 35.08  39.39  1382 34.02  38.18  1299 32.42  36.36  1179 

M 4 板倉 清兵衛 18 間 20 間 35.45  39.39  1396 34.36  38.18  1312 32.73  36.36  1190 

M 5 中野 官右衛門 13 間 20 間 25.61  39.39  1009 24.82  38.18  948 23.64  36.36  860 

M 6 青木 九郎兵衛 
19 間半

1 尺 
20 間 38.71  39.39  1525 37.53  38.18  1433 35.76  36.36  1300 

M 7 芝崎 勝大夫 15 間 20 間 29.55  39.39  1164 28.64  38.18  1093 27.27  36.36  992 

M 8 中嶋 市右衛門 
13 間 1

尺 
20 間 25.91  39.39  1021 25.12  38.18  959 23.94  36.36  870 

N 1 雨森 仁兵衛 
9 間半 2

尺 
20 間 19.32  39.39  761 18.74  38.18  715 17.88  36.36  650 

N 2 市川 佐右衛門 
14 間半

2 尺 
20 間 29.17  39.39  1149 28.29  38.18  1080 26.97  36.36  981 

N 3 明屋敷  14 間 20 間 27.58  39.39  1086 26.73  38.18  1021 25.45  36.36  925 

N 4 石川 仙右衛門 10 間 20 間 19.70  39.39  776 19.09  38.18  729 18.18  36.36  661 



- 34 - 

 

N 5 御長屋  20 間半 20 間 40.38  39.39  1591 39.14  38.18  1494 37.27  36.36  1355 

N 6 明屋敷  9 間 20 間 17.73  39.39  698 17.18  38.18  656 16.36  36.36  595 

O 1 柴田 源之丞 16 間半 20 間 32.50  39.39  1280 31.50  38.18  1203 30.00  36.36  1091 

O 2 片山 与惣兵衛 
12 間半

2 尺 
20 間 25.23  39.39  994 24.47  38.18  934 23.33  36.36  848 

O 3 矢内 三郎左衛門 
14 間 3

尺 
20 間 28.48  39.39  1122 27.64  38.18  1055 26.36  36.36  958 

O 4 朝比奈 忠左衛門 
19 間半

1 尺 
20 間 38.71  39.39  1525 37.53  38.18  1433 35.76  36.36  1300 

O 5 塚本 重右衛門 
14 間 2

尺 
20 間 28.18  39.39  1110 27.33  38.18  1043 26.06  36.36  948 

O 6 奥平 儀右衛門 
12 間半

2 尺 
20 間 25.23  39.39  994 24.47  38.18  934 23.33  36.36  848 

O 7 都筑 万大夫 
11 間 2

尺 
20 間 22.27  39.39  877 21.61  38.18  825 20.61  36.36  749 

O 8 片山 好大夫 17 間 20 間 33.48  39.39  1319 32.45  38.18  1239 30.91  36.36  1124 

P 1 (張紙なし) 20 間 15 間半 39.39  30.53  1203 38.18  29.59  1130 36.36  28.18  1025 

P 2 稲吉 清助 20 間 20 間 39.39  39.39  1552 38.18  38.18  1458 36.36  36.36  1322 

P 3 松野 利右衛門 
11 間半

2 尺 
20 間 23.26  39.39  916 22.56  38.18  861 21.52  36.36  782 

P 4 清水御屋鋪  26 間 40 間 51.21  78.79  4035 49.64  76.36  3791 47.27  72.73  3438 

P 5 長谷川 甚左衛門 
20 間 1

尺 
20 間 39.70  39.39  1564 38.48  38.18  1469 36.67  36.36  1333 

P 6 近藤 小左衛門 
11 間半

2 尺 
20 間 23.26  39.39  916 22.56  38.18  861 21.52  36.36  782 

Q 1 杉江 庄兵衛 
13 間半

3 尺 
20 間 27.50  39.39  1083 26.68  38.18  1019 25.45  36.36  925 

Q 2 明屋敷  
13 間 5

寸 
20 間 25.76  39.39  1015 24.97  38.18  953 23.79  36.36  865 

Q 3 平野 源左衛門 
13 間 5

寸 
20 間 25.76  39.39  1015 24.97  38.18  953 23.79  36.36  865 

Q 4 和田 与惣左衛門 
10 間 2

尺 
20 間 20.30  39.39  800 19.70  38.18  752 18.79  36.36  683 

Q 5 片山 大助 
10 間半

2 尺 
20 間 21.29  39.39  839 20.65  38.18  788 19.70  36.36  716 

Q 6 井口 兵右衛門 11 間 20 間 21.67  39.39  854 21.00  38.18  802 20.00  36.36  727 

Q 7 板倉 三太左衛門 
11 間半

1 尺 
20 間 22.95  39.39  904 22.26  38.18  850 21.21  36.36  771 

Q 8 東 儀左衛門 
11 間 1

尺 
20 間 21.97  39.39  865 21.30  38.18  813 20.30  36.36  738 

R 1 近藤 見隆 
10 間半

1 尺 
20 間 20.98  39.39  826 20.35  38.18  777 19.39  36.36  705 

R 2 酒井 善五左衛門 20 間 
26 間 1

尺 
39.39  51.52  2029 38.18  49.94  1907 36.36  47.58  1730 

R 3 森川 惣兵衛 
11 間 2

尺 
20 間 22.27  39.39  877 21.61  38.18  825 20.61  36.36  749 

R 4 近藤 茂兵衛 11 間半 20 間 22.65  39.39  892 21.95  38.18  838 20.91  36.36  760 

R 5 新井 平太 
19 間半

1 尺 
20 間 38.71  39.39  1525 37.53  38.18  1433 35.76  36.36  1300 

S 1 牢屋  
12 間 4

尺 
  24.85      24.12      23.03      

S 2 石河 市郎左衛門 
19 間 2

尺 
14 間半 38.03  28.56  1086 36.88  27.68  1021 35.15  26.36  927 

S 3 石川 金左衛門 
12 間 2

尺 

23 間 4

尺 
24.24  46.52  1128 23.52  45.12  1061 22.42  43.03  965 

S 4 笹田 勝左衛門 
12 間 1

尺 
23 間 23.94  45.30  1084 23.21  43.91  1019 22.12  41.82  925 

S 5 内村 一左衛門 24 間 
19 間 2

尺 
47.27  38.03  1798 45.82  36.88  1690 43.64  35.15  1534 

S 6 板倉 八郎九郎 
12 間 1

尺 
20 間 23.94  39.39  943 23.21  38.18  886 22.12  36.36  804 
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S 7 一瀬 覚右衛門 13 間 19 間 25.61  37.42  958 24.82  36.27  900 23.64  34.55  817 

T 1 田嶋 佐次右衛門 13 間半 
21 間 1

尺 
26.59  41.67  1108 25.77  40.39  1041 24.55  38.48  945 

T 2 奥平 勘七 13 間半 
21 間 1

尺 
26.59  41.67  1108 25.77  40.39  1041 24.55  38.48  945 

T 3 渋川 主膳 
35 間半

1 尺 

21 間 1

尺 
70.23  41.67  2926 68.08  40.39  2750 64.85  38.48  2495 

T 4 菅沼 五郎兵衛 
13 間半

2 尺 

19 間 5

尺 
27.20  38.94  1059 26.38  37.79  997 25.15  36.06  907 

T 5 内村 治左衛門 13 間 
19 間 5

尺 
25.61  38.94  997 24.82  37.79  938 23.64  36.06  852 

T 6 松平 孫十郎 
12 間半

1 尺 

19 間 5

尺 
24.92  38.94  970 24.17  37.79  913 23.03  36.06  830 

T 7 板橋 安左衛門 
13 間 1

尺 
20 間 25.91  39.39  1021 25.12  38.18  959 23.94  36.36  870 

U 1 渡辺 要右衛門 
3 間 3

尺 

27 間 4

尺 
6.82  54.39  371 6.64  52.76  350 6.36  50.30  320 

U 2 石川 新蔵 16 間 27 間 31.52  53.18  1676 30.55  51.55  1575 29.09  49.09  1428 

U 3 黒川 頼母                       

U 4 御庭内                        

V 1 次番  10 間半 20 間 20.68  39.39  815 20.05  38.18  766 19.09  36.36  694 

V 2 村上 治右衛門 10 間半 20 間 20.68  39.39  815 20.05  38.18  766 19.09  36.36  694 

V 3 市川 良右衛門 10 間半 20 間 20.68  39.39  815 20.05  38.18  766 19.09  36.36  694 

V 4 望月 昌慶 10 間半 20 間 20.68  39.39  815 20.05  38.18  766 19.09  36.36  694 

V 5 奥平 彦左衛門 20 間 
32 間 6

寸 
39.39  63.21  2490 38.18  61.27  2339 36.36  58.36  2122 

V 6 川崎 玄理 
13 間 1

尺 
20 間 25.91  39.39  1021 25.12  38.18  959 23.94  36.36  870 

V 7 松坂 丈左衛門 
12 間半

2 尺 
20 間 25.23  39.39  994 24.47  38.18  934 23.33  36.36  848 

W 1 (張紙なし) 10 間半 20 間 20.68  39.39  815 20.05  38.18  766 19.09  36.36  694 

W 2 (張紙なし)                       

W 3 御鷹部屋  21 間半   42.35      41.05      39.09      

W 4 星野 藤右衛門 20 間 
19 間 5

尺 
39.39  38.94  1534 38.18  37.79  1443 36.36  36.06  1311 

W 5 (張紙なし) 
19 間半

2 尺 
19 間 39.02  37.42  1460 37.83  36.27  1372 36.06  34.55  1246 

X 1 梅永 勾当 11 間半 20 間 22.65  39.39  892 21.95  38.18  838 20.91  36.36  760 

X 2 智多 弥惣左衛門 
13 間 2

尺 
20 間 26.21  39.39  1032 25.42  38.18  971 24.24  36.36  881 

X 3 小川 安兵衛 
10 間半

1 尺 
20 間 20.98  39.39  826 20.35  38.18  777 19.39  36.36  705 

X 4 服部 治部右衛門 
11 間半

2 尺 
20 間 23.26  39.39  916 22.56  38.18  861 21.52  36.36  782 

Y 1 泉水御屋鋪                        

Y 2 大岡 五郎右衛門 12 間 20 間 23.64  39.39  931 22.91  38.18  875 21.82  36.36  793 

Y 3 小川 利庵 
11 間半

1 尺 
20 間 22.95  39.39  904 22.26  38.18  850 21.21  36.36  771 

Y 4 松本 儀安 
12 間 1

尺 8 寸 
20 間 24.18  39.39  952 23.45  38.18  895 22.36  36.36  813 

Y 5 御花畑  
17 間 1

尺 8 寸 

19 間 4

尺 
34.03  38.64  1315 33.00  37.48  1237 31.45  35.76  1125 
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７．屋敷帳とは何か                           

 

 島原藩の屋敷帳はどのように位置づけられるのか――筆者はその作成・管理・利用・伝世につい

て詳らかにすることはできない。しかしながら、屋敷帳は江戸のほか、各藩の藩政史料の中に見い

だせ、一部については研究が進む。本項では、研究史から窺える日本近世都市の屋敷帳について、そ

の概要を述べてみたい（宮崎 1992;西田 1998;渡辺 2008;鍋島報效会 2011;鍋島報效会 2012;妻木宜

嗣ほか 2012など）。 

 

１）都市の建設  

 

近世初頭、各地で大名の居城を中心とする都市が建設された。その多くは〈城の中心部〉と〈町〉

から成っていたが、その〈町〉【註１】は都市建設理念上、侍町【註２】と町人町【註３】からなってい

た。「侍」とは騎乗（馬乗り）の上級武士であり、足軽などの下級武士【註４】は含まれない。複雑に

錯綜する中後期の形態とは異なり、近世初頭において侍町と町人町はそれぞれ、地域的なまとまり

をもっていた。〈城の中心部〉に侍町が近接し、侍町に町人町が近接し、〈城の中心部〉と〈町〉から

なる都市全体を農村（または山林・沼沢・海など）が囲む――これが城を中心とした近世的都市の一

般的形態であった。 

 

２）土地の管理  

 

前項でのべた侍町・町人町の支配の主体はいずれも藩中枢部である。何らかの申請がなされれば

家老が判断を下し、形式的ながら藩主の裁可を仰ぐ。しかしながら、分筆・合筆などの事務処理や、

居住者・所有者の把握・管理など、土地管理の実務は、侍町については屋敷方（または普請方）が、

町人地については町方が担った。 

この土地の把握・管理のために屋敷方・町方に備え置かれたのが絵図（地籍図）と帳（土地台帳）

である。侍町の絵図は「屋敷割絵図」「御城下絵図」などと呼ばれ、帳は「屋敷帳」「屋敷割帳」など

と呼ばれた【註５】。 

屋敷帳は、屋敷割絵図と比べて、閲覧・訂正が容易で可搬性に優れている。これに対して屋敷割絵

図の場合、屋敷面積が狭小であれば張紙もまた微細なものとなり【註６】、筆記や張紙を貼る作業にお

いて困難を伴う、折り目にかかる張紙は剥離しやすい、などの欠点があった。 

 

３）拝領屋敷【註７】と買得屋敷【註８】 

 

侍身分の家臣の屋敷は、およそ拝領屋敷と買得屋敷に分類される。拝領屋敷は一般に、「藩より

貸し与えられる侍町の屋敷」であり、現在でいう所有権はない。藩により突然、屋敷替（侍町内の

他の屋敷への転居）を命じられることもあり、さらには自己負担での建物の維持管理が義務付けら

れていた。それにもかかわらず、拝領屋敷の拝領を希望する家臣は少なくなかったようである。拝

領屋敷には、地子【註９】・年貢などが課せられず、公役【註１０】の負担もなかった。その上、拝領
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屋敷は侍町にあり、そこに居を構えることはある種のステータスを表象するものでもあったろう。

城から近く、出仕に便あることは言うまでもない。 

一方買得屋敷は、町人町あるいは都市周縁近くの郡地【註１１】の土地を、家臣が買得したもので

あり、実質上の所有権を有し、自由に売買することもできた。屋敷替を命じられることもなく、召し

上げられることも原則としてなかった。 

一部の上級家臣は、拝領屋敷のほかに買得屋敷を所有することもあり、江戸における大名の上屋

敷・下屋敷のように機能したと考えられる。 

 

４）屋敷替と屋敷帳 

 

〈城の中心部〉と〈町〉を建設した近世初頭において、侍町の屋敷は軍営としての機能を持ち、そ

れゆえ禄高が多いほど陪臣や下級武士を置くための広い面積の屋敷地、建物を必要とし、屋敷の維

持管理費用もまた軍役として屋敷の居住者が担ったと考えられる。 

そして、〈藩・拝領屋敷・屋敷の維持管理・屋敷替〉の関係は、およそ〈江戸幕府・封土・領知・

国替〉の関係に等しかったと考えられ、家中に役替(やくがえ)・加増・減知・召放(めしはなち)・断

絶・出奔などがあれば、それに応じた屋敷替(転居) 、召上が藩より命じられた。ただし、ランダム

に屋敷を割り当てたのではなく、恐らくは〈禄高・役職〉と〈拝領屋敷の面積・立地〉の相関を定め

た規定（高坪・格坪）が存在し、それに従ったと考えられる。 

このような屋敷替は頻繁に行われたから（「１０．附録「島原藩日記」（島原侍町の屋敷行政関連記

事）」を参照）、土地台帳である屋敷帳や、地籍図である屋敷割絵図は、居住者を把握、管理するため

に欠かせない公簿・公図であった。 

                         

５）屋敷帳の体裁  

 

屋敷帳は、絵図とは対照的に、文字によって空間構成を表現するものであるから、読む（見る）側

が理解しやすいよう、様々な工夫がなされていた。その一つは、座標系を用いるというものである。

例えば両側町【註１２】であれば、「○○町、北側、東より何某・何某…」などの表示形式によって空

間構成を伝達できる。そして一つは、概念的な境界線を画して隣地との関係を明示したものであり、

切絵図に近いものである。本書で取り上げた屋敷帳もこの後者に属する。 

 屋敷帳には間口【註１３】・奥行【註１４】の間数（間・尺などの単位で表した長さ）も記されるが、

これは屋敷面積の算出を可能にするという点で重要な意味を持っていた。屋敷面積はその立地とと

もに、禄高や役職と相関すべきものだったからである（前項参照）。また、地番の概念がなかった藩

において、間数は他の屋敷地と区別する意味合いも持っていたと考えられ、屋敷替の記録にしばし

ば記される。 

 

６）屋敷帳の修正  

 

前述のように屋敷替は頻繁に行われたから、屋敷帳に直接、居住者を記載することはなく、張紙

（短冊型の小紙片の上部だけ糊付けするもの。付箋。）によって居住者を示していた。そして屋敷替
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の際には、屋敷の居住者を記した張紙を丁寧に剥がし取り、新たな居住者を記した張紙を貼るなど

したのである。 

 

７）明屋敷 

 

 ある家臣に、その禄高・役職に見合う屋敷を新たに与えるために、他の何人もの家臣がドミノ式

に屋敷替を命じられる、ということは珍しくなかった（「１０．附録「島原藩日記」（島原侍町の屋敷

行政関連記事）」を参照）。住み慣れた居宅を去ることは時に不満を生じさせる。明屋敷をあえて設

けたのはそのような不満をできるだけ少なくするためではなかったろうか。 

 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

註１  これは「城下（町）」（「山下（町）」）と必ずしもイコールではない。「城下（町）」は「城（内）」に 

    対する語であるが、「城（内）」に侍町をおくケース（内山下）も多いからである。 

註２  史料用語。侍（上級武士、馬乗り家中）専用地。歴史学用語で「武家地」と呼ぶこともあるが、「武 

家地」は侍町を指す場合と、下級武士が住む町をも含めていう場合とがある。 

註３  歴史学用語。史料用語で「町地（ちょうち）」とも呼ばれる。近世初頭における都市建設理念上、町人 

の専用地であるが、何らかの経緯で藩が収公したのち、拝領屋敷としたり、武士が買得して居住す 

る（買得屋敷）こともあった。 

註４  足軽のほか、中間、歩行（かち）、小者、餌差、犬引、加子（かこ）など、様々な下級武士が存在した。 

その居住地が都市内に設けられるか否か、また設けられる場合の、その時期については、都市によ 

って区々である。 

註５  「屋敷」のほか、「屋鋪」・「屋舗」などの用字も見られる。 

註６  藩が町人地１軒分を収公したのち、その土地を家中の侍に与え、拝領屋敷とすることもあった（前述）。 

この場合、屋敷地は侍町の屋敷地に比して狭小となる。仮に 1 分：6 尺 5 寸の絵図であれば、縮尺 

は 1:1300 であるから、間口 2 間の町屋敷は、幅 3mm の張紙となる。 

註７  史料用語。 

註８  歴史学用語。福岡藩では「自分屋敷」と呼ぶなど、呼称は藩によって区々であった。 

註９  特に町地の家屋敷（宅地）に課せられる年貢。 

註１０ 町地の家屋敷を所有する町人に対して領主より課せられる労役。金・銀・銭に代えて納めることも 

あった。 

註１１ 史料用語。原則として郡方支配地である。都市建設の当初は、侍町・町人地のいずれにも属さない 

土地と考えられる。ただし、山林・原野・沼沢などは含まなかったであろう。 

註１２ 矩形の町の中心に一筋の通り筋が通る町の形態（下図）。本来は町人町について用いる。 

 

 

 

 

 

註１３ 「表口」とも。屋敷周囲の境のうち、道路に面した部分（の長さ）。 

註１４ 「入」とも。「嶋原御家中屋鋪帳」では「裏へ(江)～間」という形で表示される。 

 

       

通り筋 
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８．「嶋原御家中屋鋪帳」解説                      

 

１）作成の主体 

 

「嶋原御家中屋鋪帳」は、島原城下のうち外曲輪内の侍町（図１）の居住者等を一冊の帳にまとめ

たものであり、侍町の管理のために作成された土地台帳と考えられる。 

当時の｢島原藩日記」を紐解くと、享保 17(1732)年 2 月 27 日条に次のようにある。 

｢奥村茂平次へ被下候（くだされそうろう）御屋敷破損所、修覆手形、屋敷奉行方より入置候得共（そ

うらえども）、いまた御普請方より取懸不申候（もうさずそうろう）由ニ付、其分ニ而相渡候様、申付

候。｣ 

――奥村茂平次が拝領した屋敷の破損個所を修復すべく、屋敷奉行より普請方へ手形（藩による

建物の修復を保証する確認書か）を送っておいたが、未だ普請方が修復に取り掛からないので、破

損した状態のまま引き渡すよう、申しつけた。 

また、享保 17年 9月 3日条には次のようにある。 

「稲吉清助申出候、長谷奥右衛門申候ハ、自分屋敷ニ亡父代ニ弐間四方之物置本家ニ離レ建置申候、

只今入用ニも無御座（ござなく）候付（そうろうにつき）、崩取申度由申出、承届申候、尤屋敷方ヘも

知せ置候事。」 

――長谷奥右衛門が「父親の代に２間（約４ｍ）四方の物置を母屋から離れた所に建てたが、現在

使用していないので、解体したい」と願い出ている。その旨、稲吉清助が申し出た。これを聞き届

け、屋敷方へも知らせておいた。 

この二つの記事から、享保 17年頃、拝領屋敷（明屋敷か）の修復手続きや、拝領屋敷の一部建物

解体の記録等を、屋敷奉行を長とする屋敷方が担っていたことが窺える。「嶋原御家中屋鋪帳」の作

成もまた、屋敷方が担ったものであろう。また当時、屋敷奉行は二人制であったようで、「島原藩日

記」元文元（1736）年 6月 10 日条には次のような記事がある。 

「屋敷方、笹田安右衛門申付、形右衛門両人可申付之［旨］被仰付申渡ス。」 

 ――屋敷奉行を笹田安右衛門に申し付け、形右衛門とともに二人で屋敷奉行を務めさせるよう、

命が下り、その旨を申し渡した。 

 

２）利用 

 

前述のように、「嶋原御家中屋鋪帳」は屋敷方によって侍町の管理のために利用されていたと考え

られるが、それは恐らく、「７．屋敷帳とは何か」で述べたような形での利用であったであろう。 

島原藩でも屋敷替は頻繁に行われており、屋敷替の記録を「島原藩日記」から窺うと、一年あたり２

～５回ほどの屋敷替が行われ、一回の屋敷替で３～７人ほどが対象となっている（「１０．附録「島

原藩日記」」を参照）。 

既述したように、屋敷替に備えて明屋敷を設けていたようであるが、「嶋原御家中屋鋪帳」の明屋

敷の箇所には「明屋敷」と記した薄茶色の紙を貼付し、屋敷帳本紙とは異なった色の紙を用いるこ
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とで、明屋敷の有無がより明確となるよう、工夫がなされていた。 

「嶋原御家中屋鋪帳」には「黒川頼母」と記した張紙を施した屋敷地があるが、享保年中、藩主に

重用された黒川郷兵衛が黒川頼母と称するようになったのは享保 18(1733)年 10月 11 日のことであ

るから（溝上 1998a,39 頁）、この日以降にその張紙が貼付された（修正が施された＝その時点で屋

敷帳が利用されていた）ことになる。 

それから 3年後の享保 21(1736＝元文元年)年 2月、島原藩内で政変が起こり、同年 12月に切腹・

斬首などの処分が下されたが、そのとき処分を受けた数名の家臣の名が「嶋原御家中屋鋪帳」に見

えるから、「嶋原御家中屋鋪帳」は享保 21＝元文元年までに使用されなくなったと考えられる（表４; 

溝上 1998b,6-15頁;「島原藩日記」元文元年 12月 12 日条、同元文 2年 2月 15 日条）。 

伝存する享保 21年＝元文元年(1736)年、および元文 2年(1737)年の「島原藩日記」には、政変時

に処分を受けた家臣が、〈「嶋原御家中屋鋪帳」に載録される屋敷〉を召し上げられた記録は見当た

らない（｢１０．附録「島原藩日記｣」および表４参照）。「島原藩日記」は享保 21年 2月分が伝存し

ないので、この月に屋敷の召上が行われたのであろう。そしてその時に「嶋原御家中屋鋪帳」の使用

が中止されたのかもしれない。 

 

 

「島原藩日記」 

元文元年 12月 12 日条・元文 2 年 2 月 15 日条 

深溝世紀 

元文元年条・元文 2 年条（溝上 1998b,3-15 頁） 

｢嶋原御家

中屋鋪帳｣ 

黒川頼母 切腹 黒川頼母(政勝) 切腹 Ｕ３ 

田中惣右衛門 倅共ニ死罪 田中惣右衛門 父子を斬る Ｈ２ 

羽田平左衛門 急度預置（家名相続） 羽田平左衛門 禄を収めてその家に禁固 Ｋ４ 

川井三十郎 急度預置（家名相続） 川井三十郎 禄を収めてその家に禁固 Ｌ３ 

吉岡権左衛門  永牢 吉岡権左衛門  ※ 終身獄に拘う  

木野瀬武右衛門  永牢 木屋瀬武右衛門 ※ 終身獄に拘う  

大西儀右衛門  鬢髪剃り落、湯島 大西儀右衛門  ※ 薙髪して湯島に放つ  

小島所左衛門  鬢髪剃り落、湯島 小島所左衛門  ※ 薙髪して湯島に放つ  

小田藤兵衛 鬢髪剃り落、湯島 小田藤平 薙髪して湯島に放つ  

藤田初右衛門 鬢髪剃り落、湯島 藤田初右衛門 薙髪して湯島に放つ  

稲吉四郎兵衛 知行召放遠在 稲吉四郎兵衛 辺邑に遷して出行を禁ず  

高木半助 扶持給召放遠在 高木半助 辺邑に遷して出行を禁ず  

松原友左衛門 永暇    

彦坂与一郎 組頭役取上切米六石平勘定    

  小川左次郎 俸を削りて散官と為す  

  石川新蔵 江戸に自殺す Ｕ２ 

  渡辺孫兵衛 江戸に自殺す Ｃ２ 

  石川仙右衛門 封地に在りて幽閉し、亦自殺す Ｎ４ 

表４ 享保 21＝元文元年政変時の処分の概要       ※「家を籍没す」（元文元年 6月 11日条） 
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３）使用中止と伝世 

 

「嶋原御家中屋鋪帳」は使用が中止されたのち、廃棄されることはなかった。これはすなわち、「嶋

原御家中屋鋪帳」が使用中止後、屋敷割の記録として保存されたことを意味する。 

本史料の張紙は、全面糊付けされたものが多いが、これは、使用時には上部のみ糊付けしたもの

を保存のために全面糊付けとした結果と考えられる。上部のみ糊付けしたものが一部にあるのは(30

頁）、恐らく、全面糊付けする作業の際の見落としなのであろう。 

C10・P1・W1・W2・W5の屋敷には張紙がないが、これは長い年月のうちに自然に剥離したのであろ

うか。表表紙裏には、「明屋敷」と記した張紙が１枚貼付されるが、これは、剥離した張紙の１枚を、

戻すべき箇所が不明であったので仮に貼付した、ということなのであろう。 

 ところで、現在伝存する各藩の文書は主として、（各役所で作成・利用・保存した）藩庁系のもの

と（納戸方・什物方などが管理した）大名道具系のものに大別されるが、本史料が属する「肥前島原

松平文庫」は大名道具系文書を母体としている。元は屋敷方が作成・利用する藩庁系文書であった

ものが、いつの頃からか、大名道具系の文書とされるようになったのかもしれない。実際、そのよう

な例を筆者は確認しているし （西田 2021b,114 頁）、逆に、大名道具系の文書が藩庁系の文書に転化

した例もある（西田 2020,19 頁）。 

 

４）地理院地図計測値との比較 

 

後掲の表５は、７本の通り筋について、〈「嶋原御家中屋鋪帳」による間口の合計〉と〈「地理院地

図」による計測値〉を比較したものである。「地理院地図」とは、国土地理院が Web 上で公開してい

る電子地図で、1ｍ単位での計測となるが、参考値として用いることは許容されよう。 

〈「嶋原御家中屋鋪帳」による間口の合計〉については、１間を 6.5 尺とした場合、6.3尺とした 

場合、6 尺とした場合の３通りの長さを載録した。間口は、その大半が通り筋に面した東面あるいは

西面の間数と考えられるが、Ｐ１・Ｒ２の屋敷地については、北面の間数であった可能性が高い（史

料写真参照）。 

本史料の間数を見ると、寸単位まで計測する場合とそうでない場合とがあり、記された間数が、

統一された計測法によるものでないことは明らかである。また「寸」以下の端数をどのように処理

したかも不明である。このため、本史料作成時において１間の長さが何尺であったかを明らかにす

ることはできないが、表４を見る限り、１間の長さを 6.5 尺と考えると一番矛盾が少ないことが分

かる。 
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記

号 

番

号 

間口 (m) 
 

記

号 
番

号 

間口 (m)  記

号 

番

号 

間口 (m) 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 

 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間  6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 

I 1 33.79  32.76  31.21  
 

L 6 33.41  32.41  30.91   L 3 38.71  37.53  35.76  

I 2 24.24  23.52  22.42  
 

M 5 25.61  24.82  23.64   M 1 24.62  23.86  22.73  

I 3 30.83  29.89  28.48  
 

M 6 38.71  37.53  35.76   M 2 24.92  24.17  23.03  

I 4 22.65  21.95  20.91  
 

M 7 29.55  28.64  27.27   M 3 35.08  34.02  32.42  

J 1 21.67  21.00  20.00  
 

M 8 25.91  25.12  23.94   M 4 35.45  34.36  32.73  

J 2 23.64  22.91  21.82  
 

N 4 19.70  19.09  18.18   N 1 19.32  18.74  17.88  

J 3 25.23  24.47  23.33  
 

N 5 40.38  39.14  37.27   N 2 29.17  28.29  26.97  

J 4 23.94  23.21  22.12  
 

N 6 17.73  17.18  16.36   N 3 27.58  26.73  25.45  

J 5 29.55  28.64  27.27  
 

                     

計 236 228 218 
 

計 231 224 213  計 235 228 217 

          
 

                     

地理院地図による計測値=238m 
 

地理院地図による計測値=237m  地理院地図による計測値=237m        
          

       
          

記
号 

番
号 

間口 (m) 
 

記
号 

番
号 

間口 (m)  記
号 

番
号 

間口 (m) 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 

 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 
 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 

P 5 39.70  38.48  36.67  
 

P 2 39.39  38.18  36.36   W 5 39.02  37.83  36.06  

P 6 23.26  22.56  21.52  
 

P 3 23.26  22.56  21.52   X 1 22.65  21.95  20.91  

Q 5 21.29  20.65  19.70  
 

Q 1 27.50  26.68  25.45   X 2 26.21  25.42  24.24  

Q 6 21.67  21.00  20.00  
 

Q 2 25.76  24.97  23.79   X 3 20.98  20.35  19.39  

Q 7 22.95  22.26  21.21  
 

Q 3 25.76  24.97  23.79   X 4 23.26  22.56  21.52  

Q 8 21.97  21.30  20.30  
 

Q 4 20.30  19.70  18.79   Y 2 23.64  22.91  21.82  

R 3 22.27  21.61  20.61  
 

R 1 20.98  20.35  19.39   Y 3 22.95  22.26  21.21  

R 4 22.65  21.95  20.91  
 

R 2 39.39  38.18  36.36   Y 4 24.18  23.45  22.36  

R 5 38.71  37.53  35.76  
 

           Y 5 34.03  33.00  31.45  

計 234 227 217 
 

計 222 216 205  計 237 230 219 

          
 

                     

地理院地図による計測値=237m 
 

地理院地図による計測値=237m  地理院地図による計測値=236m        
          

       
          

記
号 

番
号 

間口 (m) 
 

記
号 

番
号 

間口 (m)       

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 

 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間       

K 1 29.17  28.29  26.97  
 

O 5 28.18  27.33  26.06        

K 2 29.55  28.64  27.27  
 

O 6 25.23  24.47  23.33        

K 3 29.17  28.29  26.97  
 

O 7 22.27  21.61  20.61        

L 1 28.86  27.98  26.67  
 

O 8 33.48  32.45  30.91        

L 2 51.21  49.64  47.27  
 

P 4 51.21  49.64  47.27        

計 168 163 155 
 

計 160 156 148       
       

          

地理院地図による計測値=165m 
 

地理院地図による計測値=165m       
       

          
       

          

記
号 

番
号 

間口 (m) 
 

記
号 

番
号 

間口 (m)       

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間 

 

6.5 尺間 6.3 尺間 6 尺間       

O 1 32.50  31.50  30.00  
 

V 5 39.39  38.18  36.36        

O 2 25.23  24.47  23.33  
 

V 6 25.91  25.12  23.94        

O 3 28.48  27.64  26.36  
 

V 7 25.23  24.47  23.33        

O 4 38.71  37.53  35.76  
 

W 4 39.39  38.18  36.36        

P 1 39.39  38.18  36.36  
 

                

計 164 159 152 
 

計 130 126 120       
       

          

地理院地図による計測値=162m 
 

地理院地図による計測値=163m       

 

表５ 通り筋の表間口合計と地理院地図計測値の比較 
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９．語註                                

 

【 あ 】 

 

明 屋 敷 …あきやしき。居住者のいない侍町の屋敷。普請方・屋敷方の役人が管理した。屋敷替 

に備えた予備の屋敷と考えられる。 

  改   …あらため。調査あるいは改訂の意か。 

裏  江 …うらへ。「江」（え）は「へ」の意で用いられる助詞で宣命書きである。⇒裏へ 

裏  へ …うらへ。「へ」は宣命書きである。「屋敷地の後ろの境界まで」の意。「裏行」「入」な 

どの語も用いられた。 

  井   …井戸。井戸を表す地図記号のように用いられる。 

 

【 か 】 

 

家  中 …かちゅう。「家臣（団）」あるいは「藩」の意。 

片 原 町 …通り筋の片側のみに家屋敷が立ち並ぶ町。片側町・片平町・片町ともいった（柳田 

      2015,144頁）。 

勘 定 所 …かんじょうしょ。家臣・町人・百姓を対象とした米金銀銭の出納を監督し、また事務管 

理を行う役所。百姓・町人からは年貢米・運上銀・地子銀などを収納し、家臣に対して 

は扶持米を支給したり、出張費などの必要経費を支出したりする。恐らくは、金銀銭を 

収納するための御銀蔵（おかねぐら）や米蔵を併設していたであろう。 

享  保 …近世の年号。享保 17年はおよそ西暦 1732 年に相当する。 

  間   …けん。長さの単位。1里=36町、1町=60 間、1間=6.5尺（近世初期）、1尺=約 30cm。 

小細工所 …城下の職人（桶師・桧物師・蝋燭職人・塗師・鋳物師・鍛冶師など）が出向いて以下 

の１）～５）の作業等を行った施設と考えられる。職人は技術を提供し、藩側が材料・ 

製作器具等を用意したであろう（小浜市史編纂委員会 1985,724 頁;名古屋城調査研究 

センター2023,9頁;山形市市史編さん委員会・山形市市史編集委員会 1980,181 頁;名 

古屋城振興協会 1967,171 頁;入江湑 1972,44 頁）。 

      １）城付武具（武具・馬具・馬印・旗・幟など）を製作・修補する。 

      ２）建築金具・欄間など、材木を除く城郭の部分構造物を製作・修補する。 

      ３）藩の施設で用いる様々な道具や参勤交代に必要な旅道具を製作・修補する。 

      ４）藩主の調度品を製作・修補する。 

５）城内の清掃を担当する下級武士に対し、掃除道具の貸与を行う。 

御 用 米 …ごようまい。御城米。幕府が譜代大名に命じ、軍事・飢饉に備えて貯蔵させた米穀。島 

原藩では 5000 石を御城米蔵に収納した（島原市教育委員会 2013,79 頁；入江 1972,306- 

7,313-4頁；西田 2021a）。近世前期は「御城米」と呼ばれていたが、享保 15（1730） 

年に「御用米」と改称された。 
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【 さ 】 

 

下 台 所 …多くの辞書に「しもだいどころ」とあるが、当時の読みは「したのだいどころ」か。 

      藩主の御殿に勤める家臣のための〈食糧庫・調理場・食事場等の複合施設〉と考えら 

      れる。 

  尺   …しゃく。長さの単位。約 30cm。本書では 0.30303ｍとした。 

  寸   …すん。長さの単位。10分の 1尺。約 3cm。 

 

【 た 】 

 

鷹 部 屋 …たかべや。鷹小屋のほか、鷹匠・餌差・犬引などの詰め所から成っていたと考えられ 

る。 

竹木屋敷 …不明。竹木の生い茂った火除地か。あるいは小細工所に竹木を供給するための倉庫か。 

次  番 …藩主の居間や、書院の手前の「次ノ間」に控 

え、藩主を警護する次番（石川県図書館協会 

1932,34頁）の控え所か。「次番小屋」とする 

絵図もある（島原市教育委員会 2016,116-7頁）。 

｢次ノ間」については右のイメージ図を参照。 

 
 

【 は・ま・や 】 

 

花  畑 …はなばたけ。鑑賞用・下賜用・献上用の植物（椿など）を植えたか。 

普請小屋 …｢御目付小屋御普請小屋指図」には「大工木挽小屋」とあるから、「材木を角材・板材 

などに製材する小屋」と考えられる。製材した角材・板材は城内建築などの造営・修 

補に充てたのであろう。 

間  口 …まぐち。「表口」ともいう。屋敷地のうち、通り筋と接する面（の間数） 

用  米 …⇒御用米（ごようまい）。 

寄 合 所 …寄合処。寄合場。会所。毎月原則として 2 日・12日・21日に藩の重臣がここに集まり、 

諸事項について審議した。1月 2日は年始行事のため、寄合はなく、また 1月 12日は 

誓紙を提出するため、大老・中老のほか、諸役人も集まったようである。当初は重臣 

の屋敷で寄合が行われたが、延宝 2(1674)年から延宝 4(1676)年の間に寄合所（会所） 

が新設され、そこで寄合が行われたと考えられる。他藩では評定所ともいう。（西田 

2019,8頁）。 

 

  

   

廊 

 

下 

棚 

 

床 

居 間 次ノ間 
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１０．附録「島原藩日記」（島原侍町の屋敷行政関連記事）         

 

■享保 17（1736）年 2月 24 日条 

一、今日屋敷替被仰付候（おおおせつけられそうろう）覚 

     林弥藤次跡屋敷 長谷川甚左衛門 

     長谷川甚左衛門跡屋敷 村上治右衛門 

     種村新五兵衛跡屋敷 阿久沢小弥太 

     石川新蔵跡屋敷 松本甚平 

松本甚平跡屋敷 内村治左衛門 

     大岡市之丞跡屋敷 市川加兵衛 

   大岡市之丞儀追而屋敷可為取候（とらすべくそうろう） 

  右之通、御書付を以被仰出［  ］ 

  召呼御番頭相加御馬廻衆［  ］申渡［  ］ 

一、奥村茂平次儀、向井甚左衛門跡屋敷 

  被下置候（くだされおきそうろう）其段申渡候。 

（略） 

一、御屋敷被下置候もの、屋敷替被仰付候もの、 

  一家共御礼罷出候事。 

 

■享保 17（1736）年 2月 27 日条 

一、奥村茂平次へ被下候御屋敷破損所修覆手形 

  屋敷奉行方より入置候得共（そうらえども）、いまた御普請方より 

  取懸不申（もうさず）候由ニ付、其分ニ而相渡候様申付候。 

一、 村上治右衛門跡屋敷 板倉喜蔵 

   板倉喜蔵跡屋敷 浅野太郎右衛門 

   浅野太郎右衛門跡屋敷 大岡市之丞 

  右之通屋鋪替被仰付申渡候、尤年寄［  ］ 

  被仰出候外（おおせいだされそうろうほか）ハ月番より申渡候、喜蔵［  ］ 

  其段申談、助番酒井彦右衛門より申渡候事。 

 

■享保 17（1736）年 9月 23 日条 

一、羽田喜大夫跡屋敷、尾崎藤平可為取旨（とらすべきむね） 

  被仰出、則申渡候事。 
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■享保 21（1736）年 4月 29 日条 

一、屋敷替屋敷被下置候面々左之通 

    隣明屋敷被下置候 板倉八右衛門 

    奥平儀右衛門跡屋敷 三枝弥兵衛 

    乙部久大夫跡屋敷 佐野忠大夫 

    板橋安左衛門屋敷 奥平九郎左衛門 

    伴正山明屋敷被下置候 勝井源五左衛門 

    渡辺孫兵衛跡屋敷 村井応助 

    石川新蔵跡屋敷 湊源之丞 

    内藤源太左衛門跡屋敷 板橋安左衛門 

      是ハ大破ニ相聞候間、入念修復 

      致し可被相渡候（あいわたさるべくそうろう） 

    勝井源五左衛門元屋敷 新建 千賀新二郎 

      ［先］表御門外ニ而明屋敷致修復 

可被相渡候 岩瀬［も］右衛門   ※筆者註…｢明細帳/寛文六年丙午至享保二 

右之通被下置候間、可申付候、尤破損           十一年丙辰/五冊之内 自伊至仁」 

有之所は致修復相渡候様申来ル。           に「岩瀬茂右衛門」の名が見える。 

一、千賀新二郎へ被下置候屋敷を新建被申付 

可相渡由。 

（略） 

一、団竹右衛門跡屋敷ハ御用ニ候間、其儘可差置由（そのままさしおかるべきよし）。 

（略） 

一、小川利庵屋敷及大破候（たいはにおよびそうろう）之間、致修復（しゅうふくいたし）被 

  下置候。住居成候様、致修復可相渡由。尤右 

  修復之間、梅永匂当上屋敷ニ可差置由（さしおくべきよし）。 

（略） 

一、先達而申入候通、石川新蔵・渡辺孫兵衛自害 

  致候。就右（みぎにつき）新蔵家財は母江被下置候。母儀は 

  村方へ一類之もの可有之候（これあるべくそうろう）間、村方へ引取候様 

  可致候由（いたすべくうそうろうよし）。孫兵衛家財は江戸ニ而も第（やしき）要右衛門へ［  ］ 

 ［  ］家財も其通可申付候由。 

一、黒川一学弥病気ニ付、永之御暇願出、四月 

十一日、願之通被仰付之由。 
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■享保 21（1736）年 5月 13 日条 

一、村井応助警固之者共、黒川頼母召連 

  今夜着舟申、為受取申候（うけとらせもうしそうろう）。急度番人 

  申付候。先達申参通、黒川一学元屋敷へ 

  入置候事。 

 

 

■元文元（1736）年 6月 10 日条 

一、屋敷方、笹田安右衛門申付、形右衛門両人可申付 

  之［旨］被仰付申渡ス。 

 

■元文元（1736）年 6月 11 日条 

一、大西儀右衛門、小島所左衛門、吉岡権左衛門、木野瀬武右衛門、 

右屋敷道具闕所屋敷方ニ為請取候様（うけとらせそうろうよう）、 

被仰出、形右衛門、安右衛門ヘ申付ル。 

一、右四人之もの跡荷物大廻シ等［  ］右同前ニ可 

仕哉（つかまつるべきや）と申出、其通仕候様、申付ル。 

 

■元文元（1736）年 6月 17 日条 

一、羽田平左衛門へ古野文太夫跡屋敷被下、羽田竹之介へ申渡。 

一、古野文大夫へ先蒐今泉瀧兵衛跡屋敷被下申渡。 

一、杉加七へ梅永匂当屋敷被下、申渡。 

一、羽田喜大夫へ田中玄隣屋敷被下。 

一、塚元三右衛門へ荒木道与屋敷被下。 

一、田中玄隣家内妻子へ木ノ瀬民右衛門屋敷。 

 

■元文 2（1737）年 4月 25日条 

一、屋敷替左之通佐野七郎兵衛を以被仰出（おおせいだされ）、銘々 

申付候 

   黒田源五右衛門へ  千野源太兵衛跡屋敷 

   籠谷源五兵衛へ   真田源五右衛門跡屋敷 

   千野新五左衛門へ  籠谷源五兵衛跡屋敷 

   加藤定右衛門へ   千賀新五左衛門跡屋敷 

    此故居小国祐粋を以申付、為御礼、松本勘大夫を以申出候。 
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■元文 2（1737）年 9月 29日条 

一、浅野勘兵衛隣田町屋敷 田嶋佐次右衛門へ 

  田嶋佐次右衛門跡屋敷 松尾宇右衛門へ 

  松尾宇右衛門跡屋敷 中田金十郎へ 

  水谷十大夫跡屋敷 岡田孫左衛門へ 

 右之通屋敷替被仰出、申渡、何も御礼申出候。 

 

■元文 2（1737）年 9月 30日条 

一、岡田孫左衛門跡屋敷 塚本為右衛門へ 

  塚本為右衛門跡屋敷 川北伊蔵へ 

  内田茂大夫跡屋敷 天野成兵衛へ 

  天野成兵衛跡屋敷 手代伝兵衛へ 

  高橋喜与大夫跡屋敷 山下弥五左衛門へ 

  山下弥五左衛門跡屋敷 番人村兵衛 

  右之通屋敷替被仰付、申渡候。 

 

■「島原藩日記」元文 2（1737）年 11月 3日条 

  一、田町新建北ノ方より一番之屋敷 神崎武右衛門 

  一、神崎武右衛門跡屋敷 浅野猶平 

 右之通屋敷替被仰付、申渡候事 
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１１．参考文献・史料・ＷＥＢサイト                    

 

■参考文献 

 

石川県図書館協会『秘要雑集』（石川県図書館協会、1932 年）。 

入江湑『島原の歴史 藩制編』（島原市役所、1972 年）。 

小浜市史編纂委員会『小浜市史 藩政史料編二』（小浜市史編纂委員会、1985 年）。 

島原市教育委員会編『島原藩日記 巻五』（島原市教育委員会、2013 年）。 

島原市教育委員会編『島原市文化財調査報告書』第 16 集 森岳城跡石垣調査報告書（島原市教育委員会、2016 年）。 

島原市教育委員会肥前島原松平文庫『肥前島原松平文庫調査報告１ 松平文庫目録』(島原市教育委員会肥前島原松平文庫、2018 年)。 

妻木宜嗣ほか「萩藩の屋敷方「被仰出条々」制定の経緯とその背景」『日本建築学会計画系論文集 第 77 巻 第 672 号』（日本建築学会、2012 年）。 

名古屋城振興協会『名古屋城叢書３ 増補新版 名勝史蹟名古屋城の庭園 ―今も生きている城郭庭園の歴史と秘密－』（名古屋城振興協会、1967 年）。 

名古屋城調査研究センター『名古屋城調査研究報告７ 名古屋城史料叢書１ 国秘録 御巡覧留』（名古屋城調査研究センター 編、2023 年）。 

鍋嶋報效会『城下大曲輪内屋敷帳』（鍋島報效会、2011 年）。 

鍋島報效会『明和八年 佐賀城下 屋鋪御帳扣』（鍋島報效会、2012 年）。 

西田博「武家屋敷の支配について ―近世中期の福岡・博多を中心に―」『福岡地方史研究』第 36 号（福岡地方史研究会、1998 年）。 

西田博「近世福岡・博多の歴史地理資料」『市史研究ふくおか』第 3 号（福岡市博物館市史編さん室、2008 年）。 

西田博『島原城下絵図翻刻稿④「島原城下図」』（私家版、2019 年）。 

西田博『島原城下絵図翻刻稿⑦「島原森岳城絵図」』（私家版、2020 年）。 

西田博『島原城下絵図翻刻稿⑨「島原城廻之絵図」』(私家版、2021 年 a)。 

西田博「慶長期福岡藩の支城 ―一次史料と可視領域からの再検討―」『福岡地方史研究会』第 59号（福岡地方史研究会、2021 年 b）。 

溝上慶治(読解)『深溝世紀 巻十一 戴公 下』（島原市教育委員会、1998年 3 月 a）。 ※渡部政弼原著。 

溝上慶治(読解)『深溝世紀 巻十二 悼公』（島原市教育委員会、1998年 3月 b）。 ※渡部政弼原著。 

宮崎勝美「江戸の土地 ―大名・幕臣の土地問題」『日本の近世 9 都市の時代』（中央公論社、1992 年）。 

柳田国男『地名の研究』（講談社、2015 年）。 

山形市市史編さん委員会・山形市市史編集委員会『やまがたの歴史』（山形市、1980 年）。 

渡辺理絵『近世武家地の住民と屋敷管理』（大阪大学出版会、2008 年）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 50 - 

 

 

■参考史料（「島原藩日記」） 

 

「日記／享保十七年／子二月」      （霊丘神社文書（肥前島原松平文庫所蔵）051-307）。 

「日記／享保十七年／子九月」      （霊丘神社文書（肥前島原松平文庫所蔵）051-315）。 

「日記／享保二十一歳／辰四月」  （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B4-1-2）。  

「日記／享保二十一歳／辰五月分」（猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B4-1-3）。 

「日記／元文元年／辰六月」         （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B4-1-4）。 

「日記／元文元年／丙辰十二月」  （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B4-3）。 

「日記／元文二年／丁巳二月」      （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B18-2）。 

「日記／元文二年／巳四月分」      （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B18-4）。 

「日記／元文二年／巳九月分」      （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B18-9）。 

「日記／元文二年／丁巳十一月」  （猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B18-11）。 

 

■参考史料（「島原藩日記」以外） 

 

「御目付小屋御普請小屋指図」      （中井家絵図・書類/40/1、京都大学蔵）。 

「明細帳／寛文六年丙午至享保二十一年丙辰／五冊之内 自伊至仁」（猛島神社文書（肥前島原松平文庫受託）B137-1-1） 

 

■参考 WEBサイト 

 

「地理院地図」（国土地理院）。 
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１２．あとがき                             

 

2017 年 6月に『肥前浜城と島原城下町の復元的考察』（九州大学学術情報レポジトリに登録）とい

う小文を発表したのがきっかけで「島原城下絵図翻刻稿」シリーズの発行を思い立ち、これまで年

一回から三回のペースで発行を継続してきた。これまでお支え下さった方々に心から感謝したい。 

今回のテーマは屋敷帳である。形態は竪帳ではあるが、同時に切絵図としての体裁を整えており、

また、記載された間数によって都市空間をかなりの程度再現できる。今後、歴史地理学における活

用が大いに期待される史料といえよう。 

今回の調査・撮影、写真掲載許諾手続きにあたり、島原図書館 肥前島原松平文庫の方々に大変お

世話になった。この場を借りて厚くお礼を申し上げたい。 

 

                                  2023年 12月 29 日 

 

                                     西田 博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
島原城下絵図翻刻稿シリーズ 

 
①「肥前国島原之城」（長崎歴史文化博物館蔵） 
②「筑前筑後肥前肥後探索書」（長崎歴史文化博物館蔵・東京大学史料編纂所蔵） 
③「肥前国高来郡島原城図」―付 五社宮・三社宮について―（佐賀県立図書館蔵） 
④「島原城下図」（本光寺常盤歴史資料館蔵） 
⑤「肥前国嶋原城図」― 付 寛文 8 年島原城請取関係史料 ―（東京大学史料編纂所蔵） 
⑥「肥前島原之城図」（長崎歴史文化博物館蔵） 
⑦「島原森岳城絵図」（東京大学史料編纂所蔵） 
⑧「本朝城絵図」（東京大学史料編纂所蔵） 
⑨「島原城廻之絵図」（熊本県立図書館蔵） 
⑩ 図絵図・郷帳と関連史料 
⑪「嶋原御家中屋敷帳」（島原図書館蔵） 

書  名：島原城下絵図翻刻稿⑪ 嶋原御家中屋敷帳 

書名読み：しまばらじょうかえずほんこくこう・じゅういち・しまばらごかちゅうやしきちょう 

著  者：西田 博（にしだ・ひろし） 
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